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日大山岳部の部室におじゃまします! さつそく始まったトレーニング

隅つこのほうから、ちゃつかりのぞかせてもらつちゃいました～
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本 lllに並ぶのは過去の山行記録のファイル。

昭和 20年代のものもある。現在 まで連綿 と

受け継がれてきた貴重な資料の山である。 日

大山岳部の歴史の深 さを物語っている
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議事録のあと、実際に体を使った練習もする。今回はビレイの方

法を、実際にハーネスをつけロープを使って行なう。「こうやっ

て、腕の力だけじゃなくて体重をかけるようにして 1」。主将の

飯田くんが手取り足取り、新入部員の田仲くんに教えている
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ラントレのあとは部室に戻って机を囲む。机上学習は「議事録J

と呼ばれ、そのときどきのテーマがある。今回は「ビレイの方法」。

キャンプや調理の仕方を学んだり、雪崩や気象の勉強もする。登

山の前は山行計画にしっかりと時間を割いている
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山岳音秘こ代 伝々わる山行

記録。部員たちが実際に

歩いた記録なので、市販

の資料にはない学生目線

のコースタイムがわかる
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